


はじめに

「働きがいのある職場」をつくるために
自己革新して，職場を改革していこう

管理者，マネジャー，職場リーダーなど呼称はさまざまですが，いわ

ゆる「職場の責任者」の役割は，「企業理念の実践」「部門目標の達成」

「部下や職場メンバーの育成」「経営層と一般従業員との連結役」など多

岐にわたります。それらを実現するためのビジネススキルとして「リー

ダーシップ力」「コミュニケーション力」「情報把握力」「問題発見力」「業

務改善力」などが必要とされます。

役割とその遂行のために必要なスキルはそのとおりなのですが，職場

の責任者としての本質的な使命は，職場で働くすべての人が「働きやす

く，働きがいのある職場」をつくることに尽きると思います。

「働きやすく，働きがいのある職場」は，組織のオペレーティングシ

ステム（ＯＳ）と考えることができます。ＯＳがなければどんなアプリ

ケーションソフトも動きません。つまり，「働きやすく，働きがいのあ

る職場」でなければ，どのような方針も，目標も実現できません。

会社は「地域社会」「株主」「顧客」「取引先」など多くのステークホ

ルダー（利害関係者）に支えられて存在しています。そして，そのたく

さんのステークホルダーとともに日々活動しているのは「働く人たち」

です。その「働く人たち」にとって「働きやすく，働きがいのある職場」

にならなければ，いい業績をあげることなどできません。

自然に何となく「働きやすく，働きがいのある職場」ができる幸運は

なく，職場の責任者が自ら「変革の起点」となって努力しなければ成し

遂げることができません。「残念な職場」へ向かう「負のスパイラル」

を断ち切って，「働きがいのある職場」に向かう「正のスパイラル」に

なるよう，自己革新して，職場を改革してください。

このテキストが，そのための手引きとなることを祈念いたします。
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1 「働きがい」のある組織が
求められている理由

「就業構造基本調査」からわかること

総務省統計局が実施している「就業構造基本調査」の最新版は，２０１８

年７月に発表された調査結果です。

それによると，２０１７（平成２９）年の日本の就業者数は６６２１万３０００人で，

その中から自営業者などを除いた雇用者数，つまり，会社や役所などの

組織で働き，給与を得ている人は５５８３万９０００人でした。

全雇用者のうち，正規雇用者が３４５１万４０００人で，非正規の雇用者は

２１３２万６０００人です。正規ではない，パートやアルバイトなどの非正規雇

用者は，なんと全雇用者の３８．２％になっています。これは，多くの人が，

予想以上に高い比率と感じるのではないでしょうか。

もちろん，この非正規雇用者数を２０年前に比べると約１．７倍になって

います。雇用者のうち，非正規雇用者として働いている男性は２２．３％で

すが，１９９７年の時点では１１．１％でした。女性の非正規雇用者は５６．６％と

半数を超えていますが，１９９７年時点では４４．０％でした。

非正規雇用者数は高止まりしており，こういう傾向を見ていると，今

後，非正規の雇用者比率はさらに高まっていくと想像できます。

日本は「少子高齢化」で，今後労働人口がどんどん減っていきます。

一人ひとりがこれまで以上に貴重な価値を持つ時代になりますので，一

人ひとりが「働きがい」を持って働くことで，生産性を高め，付加価値

を生み出して行く必要があります。

「働く人」を包括的な視点で考える

現在の日本には，かつてとは比べものにならないほど多様な雇用形態

や就労形態があり，それらに応じてさまざまな条件，処遇で働いている

人が増えてきました。

実にいろいろな立場の人がいますが，すべての「働く人」が「働きが

就業構造基本調査

少子高齢化

働きがい
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いを感じる」社会にならなければ，日本の明るい未来はありません。そ

ういう社会にするためには，まず，何よりも「働きがいのある会社」を

増やしていかなければなりません。

人が働く場所としては民間会社だけではなく，役所，協同組合，学

校，病院，ＮＰＯ，ＮＧＯなどさまざまな組織があります。「働く人が

働きがいを感じる会社」というのは，「働く人が働きがいを感じるさま

ざまな組織」という意味でとらえてください。これは株式会社だけの課

題ではないからです。

また，「働く人」とは，会社などの正規の従業員や，パート・アルバ

イト・嘱託などの非正規の従業員等，雇用関係のある従業員だけではな

く，契約で働いている人や派遣社員として働いている人など，すべての

「組織との関係で働いている人」を指します。

どの立場の人も，会社にとって戦力であり，組織に貢献してくれる人

たちです。そういう意味で，雇用関係にある人だけを尊重するのではな

く，関係する法律の違いはあるものの，雇用形態や就労形態にかかわら

ず，すべての「働く人」を尊重し，包括的な視点で考えていく必要があ

ります。

図表１・１ 日本における就業者の構造

２０１７（平成２９）年の「就業構造基本調査」（２０１８年７月・総務省統計局発表）

�就業者数 ６６２１万３０００人

�雇用者数 ５５８３万９０００人（自営業者や会社役員などを除く）

�正規雇用者 ３４５１万４０００人

�非正規雇用者 ２１３２万６０００人

▼パートやアルバイトなど非正規雇用者の割合が３８．２％で推移。

２０年前と比べ１．７倍近くに上昇

�男性２２．３％（１９９７年＝１１．１％）

�女性５６．６％（１９９７年＝４４．０％）

働く人が
働きがいを感じる
さまざまな組織
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